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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30
内科診療

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)
佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ
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診
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→
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通
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新
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岩
診
療
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平
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通
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新
小
岩
一
丁
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ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街
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交
番

パーマ→
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街
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浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

江
戸
川
区
の
国
保
健
診
・
長

寿
健
診
が
８
月
か
ら
10
月
末
ま

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
健
診
の
対
象
者
は
、
65

才
か
ら
74
才
ま
で
の
江
戸
川
区

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。
長
寿
健
診
の
対

象
者
は
、
75
才
以
上
の
江
戸
川

区
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

受
診
対
象
者
に
は
、
区
役
所

か
ら
受
診
券
が
届
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
受
診
券

を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、

区
役
所
の
医
療
保
険
課
・
保
険

事
業
係
（
電
話：

５
６
６
２
ー

０
６
２
３
）
に
連
絡
し
、
名
前

と
生
年
月
日
を
伝
え
て
再
発
行

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
、
生

活
習
慣
病
を
早
期
発
見
・
早
期

治
療
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
的

な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
健
康
診
断
で
無
料
で
す
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は

「
元
気
な
と
き
こ
そ
、
あ
な
た
と

家
族
の
た
め
に
も
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

〈
受
診
の
方
法
〉

区
役
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

受
診
券
と
問
診
票
、
そ
れ
に
保

険
証
を
そ
え
て
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
近
く
の
医
療
機
関
窓
口

に
出
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
友
の
会
が
紹
介
す
る
診
療
所
〉

◎
新
小
岩
診
療
所

松
島
４ｰ

27ｰ

２

℡
・
３
６
５
１ｰ

２
９
４
４

◎
葛
西
み
な
み
診
療
所

南
葛
西
２ｰ

12ｰ

１

℡
・
５
６
７
９ｰ

７
１
４
４

◎
一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
之
江
３ｰ

２ｰ

35

℡
・
３
６
５
６ｰ

６
６
８
８

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診

いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

元
気
な
と
き
こ
そ
受
診
し
よ
う

江
戸
川
区
の
国
保
・
長
寿
健
診
10
月
ま
で

恒例の友の会一泊旅行の日程と旅行先が決まりましたので、お知らせします。

●期 日 2016 年 11月 13日（日）～ 14日（月）
●旅行先 群馬・水上温泉（水上ホテル聚楽）

温泉・もみじ・りんご狩りをたのしみましょう

●参加費 １人 23,000 円（バス代・昼食代などすべてふくむ）

※詳しくは同封のチラシをご覧になり、早めに申込みください。

友の会 一泊旅行のお知らせ

国保健診を受診する友の会会員

（葛西みなみ診療所で）
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全
日
本
年
金
者
組
合
は
、
年

金
削
減
は
生
存
権
と
国
の
社
会

保
障
義
務
を
定
め
た
憲
法
25
条

に
反
す
る
と
し
て
、
「
年
金
引
き

下
げ
違
憲
訴
訟
」
に
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。
（
友
の
会
だ
よ
り
４

月
10
日
号
２
頁
参
照
）

８
月

21
日
、
年
金
裁
判
支
援

と

「
最
低
補

償
年
金
」
の
確

立
、
年
金
制
度
改
善
の
た
め
に

地
域
か
ら
大
き
な
運
動
に
広
げ

よ
う
と
「
年
金
裁
判
支
援
・
年

金
制
度
充
実
」
江
戸
川
の
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
は
、
江
戸
川
区

内
の
労
働
組
合
や
民
主
団
体
か

ら
約
60
名
が
参
加
し
、
裁
判
勝

利
に
向
け
て
、
傍
聴
や
署
名
活

動
、
年
金
制
度
や
社
会
保
障
の

学
習
会
、
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
な

ど
当
面
の
活
動
方
針
を
決
め
る

と
共
に
、
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら

は
幹

事
の
佐
藤
ケ
イ
子
さ

ん

が
、

副
会
長
に
就
任
し
ま

し

た
。総

会
終
了
後
に
立
教
大
学
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
・
芝
田

英
昭
教
授
が
記
念
講
演
を
行
い

ま
し

た
。
要
旨
を
紹
介
し

ま

す
。日

本
国
憲
法
の
誕
生
に
つ
い

て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
『
戦
争

放
棄
』
条
項
を
ふ
く
め
、
そ
の

条
項
で
同
時
に
日
本
は
軍
事
機

構
は
一
切
も
た
な
い
こ
と
を
き

め
た
い
と
提
案
し
た
の
は
幣
原

喜
重
郎
で
あ
り
、
25
条
は
日
本

人
に
よ
る
様
々
な
憲
法
私
案
を

参
考
に
修
正
提
案
し
た
こ
と
で

実
現
し
た
述
べ
、
日
本
国
憲
法

は
日
本
人
の
強
い
要
求
が
基
礎

で
ア
メ
リ
カ
か
ら
押
し
つ
け
ら

た
も
の
で
は
な
い
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

先
の
選
挙
で
改
憲
勢
力
が
３

分
の
２
を
超
え
た
こ
と
で
、
戦

争
国
家
へ
の
懸
念
を
示
し
、
防

衛
費
が
過
去
最
大
に
な
り
、
逆

に
医
療
、
介
護
、
年
金
、
生
活

保
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
を
削

る
法
案
が
提
出
さ
れ
、
年
金
開

始
年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

能
力
の
共
同
性
か
ら
社
会
保

障
・
税
負
担
を
考

え
る
と
し

て
、
申
告
所
得
に
対
す
る
税
・

社
会
保
険
料
負
担
率
で
は
所
得

２
０
０
万
円
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
層
が
一
番
重
く

な
っ
て
い

る
、
持
て
る
も
の

が
多
く
の

税
・
社
会
保
障
負
担
を
す
る
べ

き
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
最
低
保
証
年
金
制
度
」
に
つ

い
て
も
政
府
は
国
連
か
ら
再
三

導
入
す
べ
き
と
勧
告
を
う
け
て

い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

日
本
の
年
金
は
賦
課
方
式
で

は
な
く
、
修
正
積
み
立
て
方
式

で
、
帳

簿
上
１
４
０
兆
円
あ

り
、
そ
れ
を
１
４
０
社
に
運
用

を
任
せ
て
い
ま
す
。
手
数
料
の

発
生
で
金
持
ち
が
潤
う
と
い
う

こ
と
に
。
運
用
を
し
て
い
る
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運

用
独
立
法
人
）
は
、
今
年
４
月

か
ら
６
月
期
の
実
績
が
５
兆
２

千
億
円
の
赤
字
だ
っ
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
15
年
度
の
損
失
５

兆
３
千
億
円
に
迫
り
ま
し
た
。

株
価
の
つ
り
上
げ
を
ね
ら
っ

て
株
式
運
用
を
倍
増
さ
せ
た
安

倍
政
権
の
責
任
が
問

わ
れ
ま

す
。
老
後
の
保
障
で
あ
る
積
立

金
を
こ
の
よ
う
に
投
機
目
的
に

つ
か
わ
れ
る
こ
と
で
ま
す
ま
す

不
安
が
増
す
状
況
で
す
。

年
金
の
問
題
は
高
齢
者
だ
け

な
く
、
若
い
人
の
将
来
に
も
か

か
わ
り
、
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ

る
年
金
制
度
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
と
語
り
ま
し

た
。

（
森
岡
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

Ｑ：「スティーブンス・ジョンソン症候群」とはど

ういう病気ですか？

Ａ：スティーブンス・ジョンソン症候群（SJS）は

薬疹の一種で、発見した医師の名前から名付け

られました。薬疹とは、薬を飲んだり注射した

りすることで生じる発疹で、薬の副作用の一種

です。ＳＪＳは発疹のなかでも特に症状が重い

ものです。

一般の薬疹と異なり、突然 38度以上の発熱

とともに、全身の皮膚や目、口の粘膜に発疹・

発赤、やけどのような水ぶくれなどの激しい症

状が、短期間で現れます。口内や食道の炎症に

よって食事が摂りにくくなる場合や、鼻粘膜、

咽頭や気道の障害により呼吸困難に陥る場合が

あります。

発症するしくみについては、詳しくわかって

いません。薬を服用してから２週間程度で発症

することが多いようですが、発生頻度は非常に

まれで、人口 100 万人当たり年間１～６人と言

われています。しかし一度発症すると非常に重

篤であることから、対策が必要です。

Ｑ：「市販の風邪薬を飲むと発症する」と聞きまし

たが？

Ａ：抗生物質や解熱消炎鎮痛薬など、さまざまな

薬がＳＪＳの原因となることが知られていま

す。市販の総合感冒薬（かぜ薬）でも発症する

ことがあります。市販の添付文書には、ＳＪＳ

への注意書きが必ず書かれています。

医薬品医療機器総合機構の「医薬品副作用被

害救済制度」への救済申請件

数をみると、昨年１年間で、

ＳＪＳによる救済申請が 69

件。そのうち 6 件が市販の総

合感冒薬によるものでした。

（次号につづく）

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

８
月
は
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
月
だ
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
も
様
々
な
特
集
を
組
ん

だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
沖
縄

空

白
の
１
年
〜
〝
基
地
の
島
〞
は
こ
う
し

て
生
ま
れ
た
〜
」
は
基
地
の
島
が
い
か

に
作
ら
れ
た
か
、
本
土
の
人
間
が
沖
縄

の
人
た
ち
を
い
か
に
犠
牲
に
し
た
か
を

教
え
て
く
れ
た
▼
参
議
院
選
で
改
憲
勢

力
が
３
分
の
２
の
議
席
を
獲
得
し
た
こ

と
は
本
当
に
残
念
。
国
民
が
改
憲
を
望

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
が
、

選
挙
民
の
投
票
行
動
の
結
果
で
あ
る
こ

と
は
確
か
。
野
党
と
市
民
連
合
の
共
闘

が
進
ん
だ
こ
と
も
ま
た
事
実
。
こ
れ
ら

が
今
後
、
ど
う
い
う
展
開
を
み
せ
る
か

▼
友
の
会
だ
よ
り
の
編
集
会
議
で
面
白

い
の
は
「
し
ら
さ
ぎ

友
の
会
広
場
」

や
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
の
記
事
。
読
者

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
も
こ
れ
ら
の

記
事
だ
ろ
う
。
も
っ
と
多
く
の
方
々
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

（
太
田
）

役立つ健康メモ 42 薬の話⑩

スティーブンス・ジョンソン
症候群とは（上）

「

年
金
裁
判
支
援
・

年
金
制
度
充
実
」
江

戸
川
の
会
が
結
成

第

30
回
日
本
高
齢
者
大
会
が

８
月

28
日
〜
２
日
間
東
京
で
開

か
れ
、
９
０
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

「
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連
帯
で

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な

く
そ
う
」
と

「
憲

法
を
活
か

し
、
戦
争
法
廃
止
を
、
い
ま
こ

そ
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
手

を
つ
な
ご
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
ふ
さ
わ
し
い
集
い
と
な
り
ま

し
た
。
28
日
は
各
講
座
・
分
散

会
、
29
日
は
全
体
集
会
が
ひ
ら

か
れ
「
憲
法
70
年
、
未
来
へ
の

メ

ッ

セ

ー

ジ

」

と

題

し

て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鳥
越
俊
太

郎
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う

第

30
回
日
本
高
齢
者
大
会
に
９
千
人
が
集
う

オーブニングを飾った

400人の合唱団

年金者組合江戸川支部長の千葉さんがあいさつ
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸

川

長
沢

常

良

筒

鳥
の

天
狗

の
面
に

近
よ

ら
ず

東

屋
は

檜
造

り
や
花

石
榴

ま

ろ
び

て
は

座
し
て

は
芝

の
青

青
と

西

一
之

江

永

井

嶽

云

ひ
す

ぎ
て

自
嘲
の

つ
ぶ

や
き

油
照

り

砂

浜
は

に
ぎ

わ
ひ
消

へ
て

鰯
雲

打

ち
水

に
土

の
匂
ひ

の
む

せ
返

る

三

郷
市

石
塚

ふ
さ

子

娘

来
て

光
る

廊
下
や

迎
え

盆

梅

雨
明

け
て

雲
の
濁

り
や

蒸
す

暑
さ

デ

イ

の

友

笑

顔

可

愛

い

百

二

才

お

く

に

な

ま

り
も

そ
の

ま
ま
に

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

ザ
ル

法
で
甘

利
氏

す
く

い
罪
流

す

心
配

性
メ
ダ

ル
と

り
過

ぎ
リ
オ

五
輪

鍋
ひ

と
つ
磨

い
て

心
晴

れ
る
日

も

南

葛
西

小

宮
山
鑑

二

四
年

後
が
怖

く
な

り
ま

す
頑
張

り
過

ぎ

百
分

の
一
見

事
な

タ
ッ

チ
リ
レ

ー
銀

介
護
の
は
ざ
ま
で

清
新
町

石
川

栄
子

帰
省
の
折
、
元
気
で
見
送
っ
て
く

れ
た
母
が
、
２
週
間
後
突
然
倒
れ

た
。
か
け
つ
け
て
み
た
母
は
、
や
せ

細
り
自
分
の
体
を
支
え
る
こ
と
も
で

き
な
い
程
変
わ
り
果
て
て
い
た
…
。

あ
れ
か
ら
３
年
、
東
京
に
家
族
を

残
し
、
秋
田
の
実
家
で
の
生
活
を
続

け
て
い
る
。
寝
た
き
り
と
な
っ
た
母

は
近
く
の
施
設
に
入
所
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
せ
め
て
口
か
ら
の
食

事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
昼
と

夜
、
施
設
に
通
っ
て
私
が
食
事
を
と

ら
せ
て
い
る
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

身
体
機
能
の
回
復
は
望
め
な
い
も
の

の
、
体
重
も
増
え
、
体
調
も
落
ち
着

い
て
き
た
。
発
声
も
ま
ま
な
ら
な
く

な
っ
た
母
が
、
そ
れ
で
も
私
の
語
り

か
け
に
、
片
言
で
答
え
て
く
れ
た
り

表
情
で
反
応
し
て
く
れ
た
り
す
る
こ

と
が
何
よ
り
の
喜
び
だ
。

父
と
母
の
た
め
に
、
２
年
前
63
才

で
車
の
免
許
も
取
っ
た
。
強
度
の
近

視
と
方
向
音
痴
の
私
が
、
で
あ
る
。

極
度
の
緊
張
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
襲

わ
れ
な
が
ら
教
習
所
に
通
い
、
１
ヶ

月
後
に
免
許
が
取
れ
た
時
は
、
「
守
る

べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
う
と
、
人
は

底
知
れ
ぬ
力
を
発
揮
す
る
も
の
だ
」

と
、
我
な
が
ら
自
分
の
引
き
出
さ
れ

た
力
に
驚
い
た
も
の
だ
。

母
の
介
護
と

95
才
の
父
と
の
暮
ら

し
。
た
ん
た
ん
と
家
事
を
こ
な
し
て

い
る
間
に
時
は
過
ぎ
て
い
く
。
退
職

後
生
き
甲
斐
に
し
て
い
た
歌
の
勉
強

も
、
今
は
お
預
け
。
今
の
楽
し
み

は
、
畑
や
地
元
の
取
れ
た
て
野
菜
を

使
っ
た
料
理
や
季
節
の
草
花
を
飾
る

こ
と
。
以
前
は
見
す
ご
し
て
い
た
自

然
の
移
ろ
い
や
細
や
か
な
人
間
の
感

情
に
体
が
反
応
し
て
い
る
。

母
の
一
時
の
体
調
の
変
化
に
、
「
い

よ
い
よ
か
」
と
落
ち
こ
む
時
が
あ

る
。
「
そ
ん
な
時
も
あ
る
よ
」
と
夫
が

電
話
で
助
言
し
て
く
れ
る
が
、
頭
で

分
か
っ
て
い
て
も
心
が
つ
い
て
い
か

な
い
。
母
を
失
い
た
く
な
い
と
い
う

私
の
思
い
が
懸
命
の
介
護
と
な
っ
て

い
る
が
、
母
は
こ
の
生
活
を
望
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
私
の
エ
ゴ
で
母

を
延
命
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
…
。
笑
顔
で
母
と
接
す
る

私
の
心
の
中
で
、
迷
い
は
つ
き
な

い
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊

田

育
子

碧

き
空

の
か

の
日
の

ト
ル

コ
思

い
出

づ
今
朝

聞
く

は
軍

事
ク
ー

デ
タ

ー
の

報

古

代
蓮

の
咲

き
始
め

た
る

池
あ

り
と

花
開
く

さ
ま

見
に

ゆ
か
な

い
か

水

す
ま

し
水

面
に
描

く
筆

の
あ

と
息

吐
く
ご

と
く

筆
使

ひ
た
し

祭

り
の

灯
宇

宙
船
か

ら
見

え
ま

す
か

ソ
ユ
ー

ズ
二

号
に

今
日
の

送
信

鹿
骨

永

井

菊
子

原

爆
で

う
ば

わ
れ
し

命
ひ

き
つ

が
む

我
ひ
ろ

め
い

く
核

廃
絶
を

エッセイ

「
大
気
汚
染
を
な
く
す
学
習

会
」
が
７
月
24
日
、
葛
西
み

な
み
診
療
所
５
階
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
江
戸
川
健
康
友
の

会
や
区
民
な
ど

34
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

学
習
会
は
始
め
に
『
い
ま

だ
深
刻
な
Ｐ
Ｍ
2.5

』
と
題
し

て
伊
瀬
洋
昭
氏
（
元
東
京
環

境
科
学
研
究
所
所
員
）
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

伊
瀬
氏
は
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
江
戸
川
区
の
大
気
汚

染
は
深
刻
で
、
特
に
髪
の
毛

の
30
分
の
１
と
い
う
微
小
Ｐ

Ｍ
2.5
（
微
小
粒
子
状
物
質
）

が
自
動
車
や
船
舶
排
気
ガ
ス

か
ら
発
生
し
て
、
長
年
環
境

基
準
を
上
回
っ
て

お
り
、
ぜ
ん
そ
く

や
肺
が
ん
な
ど
の

呼
吸
器
疾
患
、
循

環
器
疾
患
な
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
を
、

当
日
の
Ｐ
Ｍ
2.5

測

定
値
や
こ
こ
数
年

間
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

Ｐ
Ｍ
2.5

汚
染
は
、
関
西
方

面
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
中

国
か
ら
の
越
境
汚
染
の
影
響

が
あ
る
も
の
の
、
首
都
圏
で

は
春
先
の
一
時
的
な
影
響
に

と
ど
ま
り
、
汚
染
は
も
っ
ぱ

ら
国
産
Ｐ
Ｍ
2.5

が
元
凶
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｍ
2.5

対
策
と
し
て
は
、

ま
ず
自
動
車
排
ガ
ス
・
交
通

量
規
制
な
ど
、
き
れ
い
な
空

気
を
取
り
戻
す
運
動
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
の
友
の
会
会
員
Ａ

さ
ん
は
、
「
Ｐ
Ｍ
2.5

の
恐
ろ
し

さ
を
初
め
て
し
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｍ

2.5
を
減
ら
す
た
め
に
自

動
車
を
減
ら
し
、
自
転
車
利

用
を
す
す
め
た
り
、
緑
を
増

や
し
て
き
れ
い
な
空
気
を
取

り
も
ど
す
運
動
を
し
な
け
れ

ば
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
学
習
会
で
は

『
ア
ス
ベ
ス
ト
公
害
と
被
害
』

に
つ
い
て
菅
原
喜
東
司
氏
が

ス
ラ
イ
ド
で
報
告
し
、
身
近

な
建
材
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
が

使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
被
害

は
住
民
に
も
お
よ
ぶ
怖
れ
が

あ
る
と
警
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
を
闘
っ
て
い
る

森
川
順
子
さ
ん
が
、
長
期
の

闘
病
の
末
亡
く
な
ら
れ
た
ご

主
人
の
労
災
認
定
を
求
め
る

裁
判
へ
の
支
援
を
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

最
後
に
「
羽
田
航
空
機
増

便
に
よ
る
騒
音

等
公
害
に
つ
い

て
」
藤
田
直
子

さ
ん
（
航
空
機

の
都
心
低
空
飛

行
に
反
対
す
る

江
戸
川
区
民
の

会
）
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
２
０

２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
羽
田
空

港
の
国
際
線
増

便
に
よ
り
、
清
新
町
か
ら
荒

川
に
沿
っ
て
、
北
風
時
は
３

分
に
１
機
の
割
合
で
、
１
０

０
０
ｍ
上
空
を
飛
来
。
現
在

で
も
南
風
悪
天
候
時
に
到
着

便
が
江
戸
川
区
上
空
を
を
２

分
に
１
機
の
割
合
で
飛
来
し

て
お
り
、
騒
音
・
大
気
汚
染

公
害
等
が
心
配
で
す
。
何
と

し
て
も
都
心
上
空
飛
行
を
阻

止
し
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す
会

大
越

稔
秋

『
大
気
汚
染
を
考
え
る
学
習
会
』
開
か
れ
る

友の会
婦人科健診のお知らせ

実施日 2016・10 月 10日（祝）

9:00～ 12:00
内 容 乳がん・子宮がん健診

（乳がん健診は乳腺エコー）

場 所 葛西みなみ診療所５ Fホール

申込方法 「友の会だより」同封チラシを

ご覧ください

学習会当日のＰＭ2.5の測定値で説明する伊勢さん

い
ま
だ
深
刻
な
Ｐ
Ｍ
2.5
の
汚
染
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の足

で歩くために

●第２・４木曜日

第１・３火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９:30集合出発
●コースは、参加者

の希望で決めてい

ます。雨天中止。

直接集合場所へ。

楽しく元気になれ

るあなたの居場所

●毎週月曜日

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●９月16日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲 碁 ・将棋 ク ラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コ カリ ナ
サ ー ク ル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

も。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

私
の
故
郷
は
熊
本
で
す
。
阿
蘇

の
カ
ル
デ
ラ
（
外
輪
山
）
か
ら
流

れ
て
く
る
白
川
と
鹿
児
島
本
線
が

交
差
す
る
あ
た
り
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
今
で
も
熊
本
弁
は
完
璧
に

し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家

は
そ
の
白
川
の
土
手
の
す
ぐ
下
で

川
と
の
思
い
出
は
今
で
も
鮮
や
か

で
す
。
普
段
は
川
の
真
ん
中
あ
た

り
し
か
流
れ
て
お
ら
ず
子
供
に

と
っ
て
最
高
の
遊
び
場
で
し
た
。

土
手
に
は
櫨
（
は
ぜ
）
の
木
が

並
木
の
よ
う
に
植
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
秋
の
季
節
に
な
る
と
櫨
の

葉
が
真
っ
赤
に
染
ま
り
空
に
舞
う

姿
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
美
し
い
も

の
で
し
た
。
夏
は
川
エ
ビ
取
り
で

す
。
カ
ー
バ
イ
ト
の
灯
り
を
頼
り

に
浅
瀬
に
寝
て
い
る
エ
ビ
を
網
で

お
さ
え
る
の
で
す
。
な
に
よ
り
も

家
族
で
行
く
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
ひ
と
晩
で
バ
ケ
ツ
半
分
く
ら

い
捕
れ
ま
し
た
。
母
が
そ
れ
を
甘

く
煮
て
朝
夕
の
お
か
ず
で
す
。
た

ま
に
学
校
で
弁
当
の
日
が
あ
る
と

半
分
が
ご
飯
で
あ
と
の
半
分
は

真
っ
赤
な
エ
ビ
の
お
か
ず
で
し

た
。
弁
当
の
ふ
た
を
あ
け
る
の
が

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す

が
今
思
え
ば
贅
沢
な
話
で
す
。

時
は
流
れ
、
20
数
年
前
白
川
の

河
川
改
修
工
事
が
始
ま
り
や
む
な

く
転
居
。
兄
が
選
ん
だ
先
は
上
益

城
郡
益
城
町
。

そ
し
て
今
年
の
４
月
14
日
、
午

後
９
時
24
分
。
あ
の
大
地
震
。
速

報
は
「
震
度
７
、
震
源
地
は
益
城

町
」
と
。
１
時
間
ほ
ど
し
て
連
絡

が
と
れ
家
族
の
無
事
を
知
り
ま
し

た
。７

月
５
日
に
帰
省
。
被
害
の
大

き
か
っ
た
と
こ
ろ
は
ま
る
で
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
、
人
の
声
も
聞
こ
え

て
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
故
郷
の
現

実
。
復
興
に
向
け
て
強
く
歩
む
こ

と
を
兄
姉
妹
と
誓
い
合
い
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

櫨
の
紅
葉

夏
の
川
エ
ビ
取
り

さわやか喫茶着物 リ メ イクの 会

熊本県

千葉・茂原 浅山了二

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料

お昼持参。

カ ラ オ ケ お 楽 し み 会小物作りサークル

季節に合わせた小

物を作りましょう

●今月は

９月12日（月）

13時～16時

●参加費：700円

●新小岩診療所

３階会議室

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品 の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15

時みなさんの来所をお待

ちしています。

●一之江ハーモラス
第２(土)14～16時
●小物作り
火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）
第1・3(水)11～15時
●場所:一之江内科４階

第 16回平和のための戦争展

～憲法施行 70 年 9 条輝く日本を～

戦争の悲惨な実態を広く区民に知らせ、語り継ぎ、

平和な世界をつくっていくためにと、2001年に始まっ

た「戦争展」が、8 月 27 日・28 日にタワーホール船堀

で開かれました。

昨年に強行可決された戦争法（安全保障法制）、最近

の安倍内閣の改憲の動きを反映した展示物が多く見ら

れました。友の会の講演でもお馴染みの、明海大学の

宮崎礼二准教授が、日本国憲法の世界的先駆性とその

憲法を『壊正』しようとする動きを鋭く指摘、警鐘を

鳴らしました。

参加者の出足良く、昨年を上回る 700名近い参加者

でした。

カ ラ オケ 好きな 方 、

一緒に歌いま しょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

被
爆

71
年
の
夏
、
原
水
爆

禁
止
２
０
１
６
年
世
界
大
会

が
８
月
２
〜
９
日
に
か
け
て

ひ
ら
か
れ
、
広
島
大
会
に
５

５
０
０
人
、
ナ
ガ
サ
キ
集
会

に
は
１
５
０
０
人
が
参
加
。

共
同
の
力
で
核
兵
器
廃
絶
を

め
ざ
し
、
初
め
て
被
爆
者
が

呼
び
か
け
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
を
世
界
数
億
の

規
模
で
集
め
よ
う
と
決
意
を

固
め
あ
い
ま
し
た
。

い
ま
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
へ
の
扉
を
開
こ
う
と
す

る
新
た
な
動
き
が
う
ま
れ
て

い
ま

す
。
核

兵
器

を
禁

止

し
、
廃
絶
す
る
条
約
に
つ
い

て
の
実
質
的
な
議
論
が
国
連

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

は
今
年
４
月
、
内
外
の
９
人

の
被
爆
者
の
呼
び
か
け
で
始

ま
り
、
核
兵
器
を
禁
止
し
、

廃
絶
す
る
条
約
を
結
ぶ
こ
と

を
す
べ
て
の
国
に
求
め
る
署

名
で
す
。
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ

ラ
に
活
動
し
て
い
た
被
爆
者

団
体
も
広
島
で
は
七
つ
、
長

崎
は
五
つ
の
団
体
が

い
っ
し
ょ
に
と
り
く

む
と
い
う
画
期
的
な

署
名
で
す
。

江
戸
川
健
康
友
の

会
も
全
日
本
民
医
連

が
特
別
に
つ
く
っ
た

署
名
用
紙
を
活
用
し

て
、
会
員
に
署
名
を

呼
び
か
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の

成
功
に
向
け
て
７
月

26

日
、

国
民
平
和
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
、
千
葉
県
の

行
進
団
か
ら
市
川
橋
た
も
と

で
行
進
が
引
き
つ
が
れ
、
区

役
所
近
く
の
森
林
公
園
ま
で

平
和
行
進
が
行
わ
れ
、
約
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
ひ
ろ
げ
て

核
兵
器
廃
絶
を
実
現
し
よ
う

〜
２
０
１
６
年
原
水
禁
世
界
大
会
〜

江戸川健康友の会は平和の歌（原爆許すまじ、

芭蕉譜、青い空は）を披露

マンモグラフィー装置が新しくなりました。
芝診療所からお知らせ

芝診療所（旧芝病院・港区）のマンモグラフィー（乳腺Ｘ線

検査）装置が新しくなりました。より高精細な画像を描出し、

従来の装置と比べて30％の低線量撮影が可能となります。触診

だけでは発見できない５㎜くらいの小さいがんも発見できます。

10月「乳がんピンクリボン運動」に呼応して、早期発見のため

に健診をおすすめします。

被
害
が
大
き
か
っ
た
益
城
町
の
現
場

実
家
は
半
壊
…

松島 村越はるみ中央 神田静雄

核兵器廃絶を沿道の人に訴え行進しました

広
島
に
向
け

江
戸
川
で
平
和
行
進
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸

川

長
沢

常

良

筒

鳥
の

天
狗

の
面
に

近
よ

ら
ず

東

屋
は

檜
造

り
や
花

石
榴

ま

ろ
び

て
は

座
し
て

は
芝

の
青

青
と

西

一
之

江

永

井

嶽

云

ひ
す

ぎ
て

自
嘲
の

つ
ぶ

や
き

油
照

り

砂

浜
は

に
ぎ

わ
ひ
消

へ
て

鰯
雲

打

ち
水

に
土

の
匂
ひ

の
む

せ
返

る

三

郷
市

石
塚

ふ
さ

子

娘

来
て

光
る

廊
下
や

迎
え

盆

梅

雨
明

け
て

雲
の
濁

り
や

蒸
す

暑
さ

デ

イ

の

友

笑

顔

可

愛

い

百

二

才

お

く

に

な

ま

り
も

そ
の

ま
ま
に

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

ザ
ル

法
で
甘

利
氏

す
く

い
罪
流

す

心
配

性
メ
ダ

ル
と

り
過

ぎ
リ
オ

五
輪

鍋
ひ

と
つ
磨

い
て

心
晴

れ
る
日

も

南

葛
西

小

宮
山
鑑

二

四
年

後
が
怖

く
な

り
ま

す
頑
張

り
過

ぎ

百
分

の
一
見

事
な

タ
ッ

チ
リ
レ

ー
銀

介
護
の
は
ざ
ま
で

清
新
町

石
川

栄
子

帰
省
の
折
、
元
気
で
見
送
っ
て
く

れ
た
母
が
、
２
週
間
後
突
然
倒
れ

た
。
か
け
つ
け
て
み
た
母
は
、
や
せ

細
り
自
分
の
体
を
支
え
る
こ
と
も
で

き
な
い
程
変
わ
り
果
て
て
い
た
…
。

あ
れ
か
ら
３
年
、
東
京
に
家
族
を

残
し
、
秋
田
の
実
家
で
の
生
活
を
続

け
て
い
る
。
寝
た
き
り
と
な
っ
た
母

は
近
く
の
施
設
に
入
所
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
せ
め
て
口
か
ら
の
食

事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
昼
と

夜
、
施
設
に
通
っ
て
私
が
食
事
を
と

ら
せ
て
い
る
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

身
体
機
能
の
回
復
は
望
め
な
い
も
の

の
、
体
重
も
増
え
、
体
調
も
落
ち
着

い
て
き
た
。
発
声
も
ま
ま
な
ら
な
く

な
っ
た
母
が
、
そ
れ
で
も
私
の
語
り

か
け
に
、
片
言
で
答
え
て
く
れ
た
り

表
情
で
反
応
し
て
く
れ
た
り
す
る
こ

と
が
何
よ
り
の
喜
び
だ
。

父
と
母
の
た
め
に
、
２
年
前
63
才

で
車
の
免
許
も
取
っ
た
。
強
度
の
近

視
と
方
向
音
痴
の
私
が
、
で
あ
る
。

極
度
の
緊
張
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
襲

わ
れ
な
が
ら
教
習
所
に
通
い
、
１
ヶ

月
後
に
免
許
が
取
れ
た
時
は
、
「
守
る

べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
う
と
、
人
は

底
知
れ
ぬ
力
を
発
揮
す
る
も
の
だ
」

と
、
我
な
が
ら
自
分
の
引
き
出
さ
れ

た
力
に
驚
い
た
も
の
だ
。

母
の
介
護
と

95
才
の
父
と
の
暮
ら

し
。
た
ん
た
ん
と
家
事
を
こ
な
し
て

い
る
間
に
時
は
過
ぎ
て
い
く
。
退
職

後
生
き
甲
斐
に
し
て
い
た
歌
の
勉
強

も
、
今
は
お
預
け
。
今
の
楽
し
み

は
、
畑
や
地
元
の
取
れ
た
て
野
菜
を

使
っ
た
料
理
や
季
節
の
草
花
を
飾
る

こ
と
。
以
前
は
見
す
ご
し
て
い
た
自

然
の
移
ろ
い
や
細
や
か
な
人
間
の
感

情
に
体
が
反
応
し
て
い
る
。

母
の
一
時
の
体
調
の
変
化
に
、
「
い

よ
い
よ
か
」
と
落
ち
こ
む
時
が
あ

る
。
「
そ
ん
な
時
も
あ
る
よ
」
と
夫
が

電
話
で
助
言
し
て
く
れ
る
が
、
頭
で

分
か
っ
て
い
て
も
心
が
つ
い
て
い
か

な
い
。
母
を
失
い
た
く
な
い
と
い
う

私
の
思
い
が
懸
命
の
介
護
と
な
っ
て

い
る
が
、
母
は
こ
の
生
活
を
望
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
私
の
エ
ゴ
で
母

を
延
命
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
…
。
笑
顔
で
母
と
接
す
る

私
の
心
の
中
で
、
迷
い
は
つ
き
な

い
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊

田

育
子

碧

き
空

の
か

の
日
の

ト
ル

コ
思

い
出

づ
今
朝

聞
く

は
軍

事
ク
ー

デ
タ

ー
の

報

古

代
蓮

の
咲

き
始
め

た
る

池
あ

り
と

花
開
く

さ
ま

見
に

ゆ
か
な

い
か

水

す
ま

し
水

面
に
描

く
筆

の
あ

と
息

吐
く
ご

と
く

筆
使

ひ
た
し

祭

り
の

灯
宇

宙
船
か

ら
見

え
ま

す
か

ソ
ユ
ー

ズ
二

号
に

今
日
の

送
信

鹿
骨

永

井

菊
子

原

爆
で

う
ば

わ
れ
し

命
ひ

き
つ

が
む

我
ひ
ろ

め
い

く
核

廃
絶
を

エッセイ

「
大
気
汚
染
を
な
く
す
学
習

会
」
が
７
月
24
日
、
葛
西
み

な
み
診
療
所
５
階
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
江
戸
川
健
康
友
の

会
や
区
民
な
ど

34
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

学
習
会
は
始
め
に
『
い
ま

だ
深
刻
な
Ｐ
Ｍ
2.5

』
と
題
し

て
伊
瀬
洋
昭
氏
（
元
東
京
環

境
科
学
研
究
所
所
員
）
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

伊
瀬
氏
は
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
江
戸
川
区
の
大
気
汚

染
は
深
刻
で
、
特
に
髪
の
毛

の
30
分
の
１
と
い
う
微
小
Ｐ

Ｍ
2.5
（
微
小
粒
子
状
物
質
）

が
自
動
車
や
船
舶
排
気
ガ
ス

か
ら
発
生
し
て
、
長
年
環
境

基
準
を
上
回
っ
て

お
り
、
ぜ
ん
そ
く

や
肺
が
ん
な
ど
の

呼
吸
器
疾
患
、
循

環
器
疾
患
な
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
を
、

当
日
の
Ｐ
Ｍ
2.5

測

定
値
や
こ
こ
数
年

間
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

Ｐ
Ｍ
2.5

汚
染
は
、
関
西
方

面
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
中

国
か
ら
の
越
境
汚
染
の
影
響

が
あ
る
も
の
の
、
首
都
圏
で

は
春
先
の
一
時
的
な
影
響
に

と
ど
ま
り
、
汚
染
は
も
っ
ぱ

ら
国
産
Ｐ
Ｍ
2.5

が
元
凶
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｍ
2.5

対
策
と
し
て
は
、

ま
ず
自
動
車
排
ガ
ス
・
交
通

量
規
制
な
ど
、
き
れ
い
な
空

気
を
取
り
戻
す
運
動
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
の
友
の
会
会
員
Ａ

さ
ん
は
、
「
Ｐ
Ｍ
2.5

の
恐
ろ
し

さ
を
初
め
て
し
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｍ

2.5
を
減
ら
す
た
め
に
自

動
車
を
減
ら
し
、
自
転
車
利

用
を
す
す
め
た
り
、
緑
を
増

や
し
て
き
れ
い
な
空
気
を
取

り
も
ど
す
運
動
を
し
な
け
れ

ば
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
学
習
会
で
は

『
ア
ス
ベ
ス
ト
公
害
と
被
害
』

に
つ
い
て
菅
原
喜
東
司
氏
が

ス
ラ
イ
ド
で
報
告
し
、
身
近

な
建
材
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
が

使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
被
害

は
住
民
に
も
お
よ
ぶ
怖
れ
が

あ
る
と
警
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
を
闘
っ
て
い
る

森
川
順
子
さ
ん
が
、
長
期
の

闘
病
の
末
亡
く
な
ら
れ
た
ご

主
人
の
労
災
認
定
を
求
め
る

裁
判
へ
の
支
援
を
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

最
後
に
「
羽
田
航
空
機
増

便
に
よ
る
騒
音

等
公
害
に
つ
い

て
」
藤
田
直
子

さ
ん
（
航
空
機

の
都
心
低
空
飛

行
に
反
対
す
る

江
戸
川
区
民
の

会
）
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
２
０

２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
羽
田
空

港
の
国
際
線
増

便
に
よ
り
、
清
新
町
か
ら
荒

川
に
沿
っ
て
、
北
風
時
は
３

分
に
１
機
の
割
合
で
、
１
０

０
０
ｍ
上
空
を
飛
来
。
現
在

で
も
南
風
悪
天
候
時
に
到
着

便
が
江
戸
川
区
上
空
を
を
２

分
に
１
機
の
割
合
で
飛
来
し

て
お
り
、
騒
音
・
大
気
汚
染

公
害
等
が
心
配
で
す
。
何
と

し
て
も
都
心
上
空
飛
行
を
阻

止
し
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く
す
会

大
越

稔
秋

『
大
気
汚
染
を
考
え
る
学
習
会
』
開
か
れ
る

友の会
婦人科健診のお知らせ

実施日 2016・10 月 10日（祝）

9:00～ 12:00
内 容 乳がん・子宮がん健診

（乳がん健診は乳腺エコー）

場 所 葛西みなみ診療所５ Fホール

申込方法 「友の会だより」同封チラシを

ご覧ください

学習会当日のＰＭ2.5の測定値で説明する伊勢さん

い
ま
だ
深
刻
な
Ｐ
Ｍ
2.5
の
汚
染
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全
日
本
年
金
者
組
合
は
、
年

金
削
減
は
生
存
権
と
国
の
社
会

保
障
義
務
を
定
め
た
憲
法
25
条

に
反
す
る
と
し
て
、
「
年
金
引
き

下
げ
違
憲
訴
訟
」
に
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。
（
友
の
会
だ
よ
り
４

月
10
日
号
２
頁
参
照
）

８
月

21
日
、
年
金
裁
判
支
援

と

「
最
低
補

償
年
金
」
の
確

立
、
年
金
制
度
改
善
の
た
め
に

地
域
か
ら
大
き
な
運
動
に
広
げ

よ
う
と
「
年
金
裁
判
支
援
・
年

金
制
度
充
実
」
江
戸
川
の
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
は
、
江
戸
川
区

内
の
労
働
組
合
や
民
主
団
体
か

ら
約
60
名
が
参
加
し
、
裁
判
勝

利
に
向
け
て
、
傍
聴
や
署
名
活

動
、
年
金
制
度
や
社
会
保
障
の

学
習
会
、
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
な

ど
当
面
の
活
動
方
針
を
決
め
る

と
共
に
、
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら

は
幹

事
の
佐
藤
ケ
イ
子
さ

ん

が
、

副
会
長
に
就
任
し
ま

し

た
。総

会
終
了
後
に
立
教
大
学
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
・
芝
田

英
昭
教
授
が
記
念
講
演
を
行
い

ま
し

た
。
要
旨
を
紹
介
し

ま

す
。日

本
国
憲
法
の
誕
生
に
つ
い

て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
『
戦
争

放
棄
』
条
項
を
ふ
く
め
、
そ
の

条
項
で
同
時
に
日
本
は
軍
事
機

構
は
一
切
も
た
な
い
こ
と
を
き

め
た
い
と
提
案
し
た
の
は
幣
原

喜
重
郎
で
あ
り
、
25
条
は
日
本

人
に
よ
る
様
々
な
憲
法
私
案
を

参
考
に
修
正
提
案
し
た
こ
と
で

実
現
し
た
述
べ
、
日
本
国
憲
法

は
日
本
人
の
強
い
要
求
が
基
礎

で
ア
メ
リ
カ
か
ら
押
し
つ
け
ら

た
も
の
で
は
な
い
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

先
の
選
挙
で
改
憲
勢
力
が
３

分
の
２
を
超
え
た
こ
と
で
、
戦

争
国
家
へ
の
懸
念
を
示
し
、
防

衛
費
が
過
去
最
大
に
な
り
、
逆

に
医
療
、
介
護
、
年
金
、
生
活

保
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
を
削

る
法
案
が
提
出
さ
れ
、
年
金
開

始
年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

能
力
の
共
同
性
か
ら
社
会
保

障
・
税
負
担
を
考

え
る
と
し

て
、
申
告
所
得
に
対
す
る
税
・

社
会
保
険
料
負
担
率
で
は
所
得

２
０
０
万
円
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
層
が
一
番
重
く

な
っ
て
い

る
、
持
て
る
も
の

が
多
く
の

税
・
社
会
保
障
負
担
を
す
る
べ

き
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
最
低
保
証
年
金
制
度
」
に
つ

い
て
も
政
府
は
国
連
か
ら
再
三

導
入
す
べ
き
と
勧
告
を
う
け
て

い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

日
本
の
年
金
は
賦
課
方
式
で

は
な
く
、
修
正
積
み
立
て
方
式

で
、
帳

簿
上
１
４
０
兆
円
あ

り
、
そ
れ
を
１
４
０
社
に
運
用

を
任
せ
て
い
ま
す
。
手
数
料
の

発
生
で
金
持
ち
が
潤
う
と
い
う

こ
と
に
。
運
用
を
し
て
い
る
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運

用
独
立
法
人
）
は
、
今
年
４
月

か
ら
６
月
期
の
実
績
が
５
兆
２

千
億
円
の
赤
字
だ
っ
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
15
年
度
の
損
失
５

兆
３
千
億
円
に
迫
り
ま
し
た
。

株
価
の
つ
り
上
げ
を
ね
ら
っ

て
株
式
運
用
を
倍
増
さ
せ
た
安

倍
政
権
の
責
任
が
問

わ
れ
ま

す
。
老
後
の
保
障
で
あ
る
積
立

金
を
こ
の
よ
う
に
投
機
目
的
に

つ
か
わ
れ
る
こ
と
で
ま
す
ま
す

不
安
が
増
す
状
況
で
す
。

年
金
の
問
題
は
高
齢
者
だ
け

な
く
、
若
い
人
の
将
来
に
も
か

か
わ
り
、
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ

る
年
金
制
度
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
と
語
り
ま
し

た
。

（
森
岡
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

Ｑ：「スティーブンス・ジョンソン症候群」とはど

ういう病気ですか？

Ａ：スティーブンス・ジョンソン症候群（SJS）は

薬疹の一種で、発見した医師の名前から名付け

られました。薬疹とは、薬を飲んだり注射した

りすることで生じる発疹で、薬の副作用の一種

です。ＳＪＳは発疹のなかでも特に症状が重い

ものです。

一般の薬疹と異なり、突然 38度以上の発熱

とともに、全身の皮膚や目、口の粘膜に発疹・

発赤、やけどのような水ぶくれなどの激しい症

状が、短期間で現れます。口内や食道の炎症に

よって食事が摂りにくくなる場合や、鼻粘膜、

咽頭や気道の障害により呼吸困難に陥る場合が

あります。

発症するしくみについては、詳しくわかって

いません。薬を服用してから２週間程度で発症

することが多いようですが、発生頻度は非常に

まれで、人口 100 万人当たり年間１～６人と言

われています。しかし一度発症すると非常に重

篤であることから、対策が必要です。

Ｑ：「市販の風邪薬を飲むと発症する」と聞きまし

たが？

Ａ：抗生物質や解熱消炎鎮痛薬など、さまざまな

薬がＳＪＳの原因となることが知られていま

す。市販の総合感冒薬（かぜ薬）でも発症する

ことがあります。市販の添付文書には、ＳＪＳ

への注意書きが必ず書かれています。

医薬品医療機器総合機構の「医薬品副作用被

害救済制度」への救済申請件

数をみると、昨年１年間で、

ＳＪＳによる救済申請が 69

件。そのうち 6 件が市販の総

合感冒薬によるものでした。

（次号につづく）

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

８
月
は
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
月
だ
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
も
様
々
な
特
集
を
組
ん

だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
沖
縄

空

白
の
１
年
〜
〝
基
地
の
島
〞
は
こ
う
し

て
生
ま
れ
た
〜
」
は
基
地
の
島
が
い
か

に
作
ら
れ
た
か
、
本
土
の
人
間
が
沖
縄

の
人
た
ち
を
い
か
に
犠
牲
に
し
た
か
を

教
え
て
く
れ
た
▼
参
議
院
選
で
改
憲
勢

力
が
３
分
の
２
の
議
席
を
獲
得
し
た
こ

と
は
本
当
に
残
念
。
国
民
が
改
憲
を
望

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
が
、

選
挙
民
の
投
票
行
動
の
結
果
で
あ
る
こ

と
は
確
か
。
野
党
と
市
民
連
合
の
共
闘

が
進
ん
だ
こ
と
も
ま
た
事
実
。
こ
れ
ら

が
今
後
、
ど
う
い
う
展
開
を
み
せ
る
か

▼
友
の
会
だ
よ
り
の
編
集
会
議
で
面
白

い
の
は
「
し
ら
さ
ぎ

友
の
会
広
場
」

や
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
の
記
事
。
読
者

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
も
こ
れ
ら
の

記
事
だ
ろ
う
。
も
っ
と
多
く
の
方
々
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

（
太
田
）

役立つ健康メモ 42 薬の話⑩

スティーブンス・ジョンソン
症候群とは（上）

「

年
金
裁
判
支
援
・

年
金
制
度
充
実
」
江

戸
川
の
会
が
結
成

第

30
回
日
本
高
齢
者
大
会
が

８
月

28
日
〜
２
日
間
東
京
で
開

か
れ
、
９
０
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

「
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連
帯
で

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な

く
そ
う
」
と

「
憲

法
を
活
か

し
、
戦
争
法
廃
止
を
、
い
ま
こ

そ
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
手

を
つ
な
ご
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
ふ
さ
わ
し
い
集
い
と
な
り
ま

し
た
。
28
日
は
各
講
座
・
分
散

会
、
29
日
は
全
体
集
会
が
ひ
ら

か
れ
「
憲
法
70
年
、
未
来
へ
の

メ

ッ

セ

ー

ジ

」

と

題

し

て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鳥
越
俊
太

郎
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う

第

30
回
日
本
高
齢
者
大
会
に
９
千
人
が
集
う

オーブニングを飾った

400人の合唱団

年金者組合江戸川支部長の千葉さんがあいさつ
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30
内科診療

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)
佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

↑

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

↓

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

江
戸
川
区
の
国
保
健
診
・
長

寿
健
診
が
８
月
か
ら
10
月
末
ま

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
健
診
の
対
象
者
は
、
65

才
か
ら
74
才
ま
で
の
江
戸
川
区

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。
長
寿
健
診
の
対

象
者
は
、
75
才
以
上
の
江
戸
川

区
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

受
診
対
象
者
に
は
、
区
役
所

か
ら
受
診
券
が
届
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
受
診
券

を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、

区
役
所
の
医
療
保
険
課
・
保
険

事
業
係
（
電
話：

５
６
６
２
ー

０
６
２
３
）
に
連
絡
し
、
名
前

と
生
年
月
日
を
伝
え
て
再
発
行

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
、
生

活
習
慣
病
を
早
期
発
見
・
早
期

治
療
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
的

な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
健
康
診
断
で
無
料
で
す
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は

「
元
気
な
と
き
こ
そ
、
あ
な
た
と

家
族
の
た
め
に
も
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

〈
受
診
の
方
法
〉

区
役
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

受
診
券
と
問
診
票
、
そ
れ
に
保

険
証
を
そ
え
て
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
近
く
の
医
療
機
関
窓
口

に
出
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
友
の
会
が
紹
介
す
る
診
療
所
〉

◎
新
小
岩
診
療
所

松
島
４ｰ

27ｰ

２

℡
・
３
６
５
１ｰ

２
９
４
４

◎
葛
西
み
な
み
診
療
所

南
葛
西
２ｰ

12ｰ

１

℡
・
５
６
７
９ｰ

７
１
４
４

◎
一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
之
江
３ｰ

２ｰ

35

℡
・
３
６
５
６ｰ

６
６
８
８

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診

いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

元
気
な
と
き
こ
そ
受
診
し
よ
う

江
戸
川
区
の
国
保
・
長
寿
健
診
10
月
ま
で

恒例の友の会一泊旅行の日程と旅行先が決まりましたので、お知らせします。

●期 日 2016 年 11月 13日（日）～ 14日（月）
●旅行先 群馬・水上温泉（水上ホテル聚楽）

温泉・もみじ・りんご狩りをたのしみましょう

●参加費 １人 23,000 円（バス代・昼食代などすべてふくむ）

※詳しくは同封のチラシをご覧になり、早めに申込みください。

友の会 一泊旅行のお知らせ

国保健診を受診する友の会会員

（葛西みなみ診療所で）


